
新しい概念の免疫細胞による治療法
RIKEN-NKT®
NKT細胞標的治療

がん治療の最大の問題である「がんの進行・再発・転移」を克服すること
を目指し、免疫細胞を増やすという従来の考えから、体内にするNKT免疫
細胞を活性化し、ほぼ全ての免疫細胞群に自立した連鎖的な反応をもたら
し、持続的にがん細胞を攻撃するという新しい概念の治療法「RIKEN-
NKT®」が開発されました。
この資料は、RIKEN-NKT®にご関心がある患者様に、治療の特徴や流れを
ご理解頂けるように作成しました。
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１. がん免疫療法（再生医療）の種類とあゆみ

がん免疫療法は、人間が本来持っている免疫力を引き出すことでがんを攻撃する治療
法です。古くは１９世紀末まで遡りますが、免疫細胞を直接取扱う治療法は約40年前
に米国で始まりました。以後、様々な発見や発明を経て、現在では、以下の図中、第
二世代以後の治療法が提供されています。

最初は、非特異的に免疫活性を上げる治療法、次に免疫細胞を特異的に選択した治療
法が、その次にはがん細胞の機能に着目した免疫チェックポイント阻害に関する治療
法が開発されました。そして今、これまでの免疫治療の概念と一線を画した「免疫シ
ステム」そのものに着目し、コントロールする治療法が開発されました（NKT細胞標
的治療）。

第一世代
1890～1980

年代
第二世代
1990年代～

第三世代
2010年代～

第四世代
2016年～

がん抗原非特異的治療 がん細胞標的治療 免疫ｼｽﾃﾑを標的にした治療がん機能制御による治療

・BRAM療法
・サイトカイン
療法

・NK細胞療法
・αβT細胞療法
・γδT細胞療法
・樹状細胞療法
・ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞﾜｸﾁﾝ療法
・TIL療法

・免疫チェック
ポイント阻害剤

・RIKEN-NKT®

・免疫細胞を非
特異的に活性化

・免疫活性上昇
を目的

・免疫細胞を特
異的に選択して
活性化

・選択的に抗原
を利用

・免疫チェッ
クポイントの
阻害

・自然免疫と獲
得免疫の両方の
細胞群を同時に
高効率に活性化

・長期免疫記憶
を獲得

・免疫チェック
ポイントの阻害
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２. NKT細胞とは
Ø NKT細胞（ナチュラル・キラー・ティー細胞）とは、1986年に日本人科学者により発見され
た、T細胞、B細胞、NK細胞に続く４番目のリンパ球です。

Ø 細胞数はとても少なく、存在比はリンパ球全体の0.1％にも届きませんが、NKT細胞を造る機
能を欠如させたマウスは忽ち死んでしまうほど生命維持に不可欠な細胞です。

Ø NKT細胞は自然免疫と獲得免疫の両方の細胞群の上流に存在し、活性化すると、両方の免疫細
胞群を活性化し、増殖させます。

Ø その他、免疫チェックポイントの制御など、多岐に渡る働きをして、強力な抗腫瘍効果を発揮
します。

理研報道発表資料から

活性化したNKT細胞
ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ・ｶﾞﾝﾏ（IFNγ）

⾃然免疫系
NK細胞

がん抗原が発現してい
ないがん細胞も攻撃

獲得免疫系
キラーT細胞

がん抗原が発現してい
るがん細胞を攻撃

活性化活性化
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３. RIKEN-NKT®とは
RIKEN-NKT®とは、患者様の体内に存在するNKT細胞を人工的に活性化させ、免疫全体
を上昇させてがんを排除する治療法です。活性化したNKT細胞はさまざまな方向から体内
の免疫環境を整える一方、がん細胞を攻撃します。また、他の免疫細胞に働きかけを行
い、自然免疫と獲得免疫の両方の免疫細胞を同時に活性化し、がん細胞を攻撃させます。

1. がんによってもたらされた免疫機能の不全状態から回復

がんは増殖する過程で人の免疫機能を不全状態に陥れますが、活性化したNKT細胞は
がんの働きを阻害し、免疫機能を元に戻します。

2. ⻑期免疫記憶による持続的な攻撃

通常のNK細胞やT細胞は寿命が短く、誕生してから２～３日で死んでいってしまいま
すが、活性化したNKT細胞はKLRG1+のNKT細胞へと変化し、長期の免疫記憶を得
て、少なくとも３６週間以上に渡り体内に長く存在し続けます。このため、がんに対
して長期間の持続的な攻撃が可能となります。

3. 強⼒な免疫アジュバントによる免疫全体向上

活性化したNKT細胞はインターフェロンガンマというサイトカインを産生し、様々な
免疫細胞を次々と活性化し、増殖させます。キラーT細胞、NK細胞、マクロファー
ジ、B細胞など、自然免疫系と獲得免疫系の両方の細胞群を同時に活性化させて、増幅
し、長期間に渡って免疫全体を向上させます。

4. 進⾏したがんへの対応

がんに必ず存在する２種類の細胞（目印となるがん抗原を表面に提示しているがん細
胞と、提示していないがん細胞）のうち、獲得免疫系の細胞はがん抗原を提示してい
ないがん細胞には攻撃できません。またがん細胞は増殖する過程で変異し、新しい抗
原を持ったがん細胞が生まれてきます。こうした、がん抗原を提示しないがん細胞や
変異したがん細胞の割合はがんが進行するにつれて大きくなってきます。活性化した
NKT細胞はこれらのがん細胞に対しても対応し、排除することができます。

5. 誰にでも治療可能

従来の樹状細胞を使った免疫治療にはがん抗原が必須だったのに対して、RIKEN-
NKT®にはがんの抗原情報は必要ありません。NKT細胞にひとつだけ存在する受容体
に対して適合する分子を提示した細胞さえ用いれば体内の免疫をアップし、がんに対
して攻撃させることが可能です。つまり、どのような人に対しても治療は可能です。
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4. 臨床試験「NKT細胞を用いた免疫療法」の臨床データ

9.7ヶ⽉

18.6ヶ⽉

31.9ヶ⽉

100 20 30 40

⽣存期間中央値（⽉）
Motohashi S, et a.l J Immunol. 182:2492. 2009&(より作成

高IFNγ群（10例）

低IFNγ群（7例）

全症例（17例）

4.6ヶ⽉緩和ケア

千葉大学・国立病院機構で行われた「NKT細胞標的がん免疫治療」の医療技術
は、厚生労働省より先進医療Bの認可を受けています。

n 進行性肺がん（ステージIIB、IV、再発）患者に対する第Ⅰ/Ⅱ相臨床研究
n 上記患者の無治療（緩和ケア）の場合の平均生存期間は4.6ヶ月
n NKT治療群全例の生存期間中央値は18.6 ヶ月
n NKT治療群７例のうちIFNγ産生が高10例では、初回治療のみでも生存期間中央値
が31.9か月

n 副作用は軽微な発熱と倦怠感
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５. RIKEN-NKT®の症例１

千葉大学・国立病院機構で行われた「NKT細胞標的がん免疫治療」の医療技術
は、厚生労働省より先進医療Bの認可を受けています。
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５. RIKEN-NKT®の症例２
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６. RIKEN-NKT®のメカニズム

NKT
細胞Vα24

IFN-γ

未熟樹状細胞

CD8T細胞

MHCクラスⅠ
がん抗原

TCR

T細胞

成熟樹状細胞
成熟樹状細胞

CD1d

αGalcer

CD40CD40L

NK細胞

IFN-γ

免疫記憶
NKT細胞

攻撃

IL12

免疫チェックポイントの
制御

TumorT細胞

免疫寛容

成熟化阻害

Tumor

がん抗原＋
細胞

がん抗原­
細胞

変異がん
細胞

攻撃少なくとも３６週間以上の
⻑期免疫記憶で攻撃が⻑期継続

現⾏治療の
対象細胞

RIKEN-
NKT®の対象
細胞
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１. 問診と説明
医師が患者様ご本人の病状について確認した上で治療法について
説明します。
また同意書を頂き、治療前に必要な血液検査を実施します。

２. 成分採血
患者様ご本人の血液から目的材料となる細胞を分離採取します。
成分採血機を用いて２～４時間程度かけて行います。

３. 血液細胞の加工培養・分離精製・品質検査
血液から取り出した細胞を細胞培養センターで加工・培養して、
NKT細胞を活性化することができる細胞溶液を作ります。

４. 投与
出来た細胞溶液は凍結された状態で細胞培養センターから運
ばれます。
投与直前に解凍し、皮下注射または生理食塩水に混注して点
滴により投与します。投与は標準では４回に分け、約２週間
の間隔をおいて行います。

７. 治療について

・患者様ご本人の血中の細胞を材料としてNKT細胞を活性化する細胞を作り、体
内に戻します。

・治療に必要な期間は、最短9週間からで、患者様の都合により調整できます。
・外来診療で実施でき、入院の必要はありません。
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８. RIKEN-NKT®の治療フロー

患者様ご自身の末梢血単核球を成分採血（アフェレーシス）で採取し、それ
を材料に特殊な細胞を製造し、皮下注射または点滴で体内に投与します。こ
れにより、体内でNKT細胞が活性化・増殖し、がん細胞を攻撃します。

１. 初診
・説明
・同意書
・⾎液検査（感染症等）

 

２．成分採⾎

３．投与（注射または点滴）
投与回数は基本2週間間隔の４回

１週間

２週間 細胞加⼯・品質規格試験

治療上の注意
主に以下の方々は治療対象外となります。

• がん以外の重篤な合併症や疾患がある
• 重症の自己免疫疾惠がある
• HIV抗原・抗体陽性者
• HTLV-1抗体陽性者
• 妊娠中あるいは妊娠の可能性のある女性、および授乳期の女性
• 他家の臓器並びに造血幹細胞移植の治療歴がある
• 成分採血を行うことができない状況を有する
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RIKEN-NKT®

問い合せ先

医療法人松樹会 松本クリニック

〒581-0081 
大阪府八尾市南本町４丁目１-１１

☎ 072-970-6421
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